
1

＜進路を考える時、高校生はどんな気持ちになるか＞

18.7

31.6

24.2

24.0

45.5

46.1

50.6

48.7

9.6

4.7

7.6

7.7

6.6

7.0

5.3

5.8

6.9

2.7

2.8

3.7 4.3 2.9

2.8

3.7

2.3

2.9

3.9

5.4

3.1

2.7

2.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就職

専門学校進学

大学・短大進学

全体

自分の可能性が広がるようで楽しい

自分がどうなってしまうのか不安になる

考えること自体が面倒臭い

進路のことよりもっと考えたいことがある

今が楽しければいいので先のことは考えない

自分の将来にそんなにいいことはない、考えてもつまらない

その他

無回答

進路を考える時の高校生の気持ち

（出典）

 

（社）全国高等学校PTA連合会・（株）リクルート

 

「高校生と保護者の進路に関する意識調査」（2007）

高校生に進路を考える時の気持ちを尋ねたところ、「自分がどうなってしまうのか不安になる」という

 者が約半数おり、

 

「自分の可能性が広がるようで楽しい」という者（約２４％）を大きく上回っている。

 

高校生に進路を考える時の気持ちを尋ねたところ、「自分がどうなってしまうのか不安になる」という

 者が約半数おり、

 

「自分の可能性が広がるようで楽しい」という者（約２４％）を大きく上回っている。

資料３－２
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1.0

6.4

1.7

12.9

17.2

20.4

24.9

32.7

38.3

58.4

無回答

とくにない

その他

経済的な理由で自分の希望がかなわないかもしれない

自分で決断する自信がない

知りたい情報を集めたり、選んでいく方法がわからない

社会に出ていく能力があるか自信がない

やりたいことが見つからない、わからない

自分に合っているものがわからない

学力が足りないかもしれない

進路選択に関する高校生の気掛かり

（出典）

 

（社）全国高等学校PTA連合会・（株）リクルート

 

「高校生と保護者の進路に関する意識調査」（2007）

＜進路選択に関してどんなことが気がかりか＞（複数回答）高校生に進路選択に関する気掛かりを尋ねたところ、「自分に合っているものがわからない」「やりた

 いことが見つからない、わからない」「社会に出て行く能力があるか自身がない」という者が多い。

 

高校生に進路選択に関する気掛かりを尋ねたところ、「自分に合っているものがわからない」「やりた

 いことが見つからない、わからない」「社会に出て行く能力があるか自身がない」という者が多い。



3（出典）

 

Benesse教育研究開発センター

 

「平成17年度

 

経済産業省委託調査

 

進路選択に関する振返り調査

 

-大学生を対象として-

 

」

進路を選択するときの悩み （職業を意識した時期別）

※

 

「よくあった」と「時々あった」の合計（％）

73.3

43.8

24.0

24.0

44.6

32.6

23.5

26.5

18.7

74.6

57.5

46.4

42.4

43.0

37.9

28.9

26.1

19.6

68.9

59.6

65.2

55.7

41.8

36.1

31.4

25.9

17.0

70.0

67.6

80.2

66.7

37.5

36.9

32.2

25.7

17.2

志望する大学・学部に入るのに学力レベルが十分ではない

自分の適性（向き不向き）がわからない

自分の就きたい職業がわからない

自分の進みたい専門分野がわからない

進みたい進路の学費が高い

進みたい進路に関する情報が不足している

進路に関する情報の集め方がわからない

家族と意見が合わない

先生と意見が合わない

小・中学校時代 高校時代 大学入学後 まだ考えていない

大学生に、高等学校時代に進路を選択したときの悩みを尋ねたところ、「自分の適性（向き不向き）

 がわからない」「就きたい職業がわからない」「進みたい専門分野がわからない」が多く存在。

 こうした傾向は、職業を意識した時期が遅いほど顕著に出ている。

大学生に、高等学校時代に進路を選択したときの悩みを尋ねたところ、「自分の適性（向き不向き）

 がわからない」「就きたい職業がわからない」「進みたい専門分野がわからない」が多く存在。
こうした傾向は、職業を意識した時期が遅いほど顕著に出ている。



4
0.4

2.2

6.1

7.3

13.5

13.8

15.1

15.4

18.0

19.2

22.7

25.8

28.4

46.2

47.8

63.2

無回答

その他

仕事内容や報酬に男女格差がないだろうか

勤め先が倒産してしまうのではないだろうか

体力的に厳しいのではないだろうか

仕事がつまらないのではないだろうか

歳をとっても働き続けられるだろうか

すぐ辞めさせられるのではないだろうか

毎朝、時間どおりに起きられるだろうか

遊ぶ時間がとれるだろうか

仕事を覚えられるだろうか

自分にできる仕事があるだろうか

就きたい職業が思いつくだろうか

職場の人間関係がうまくいくだろうか

十分な収入が得られるだろうか

就きたい職業に就くことができるだろうか

高校生に、将来働くことについて気掛かりなことがあるかを尋ねたところ、約７４％が「ある」と回答。

 そのうち、「就きたい職業に就くことができるだろうか」「職場の人間関係がうまくいくだろうか」など、

 就きたい職業にどのようにすれば就けるのかという道筋が分からないと考えている者や職場の人間

 関係に不安を感じている者が多い一方、「就きたい職業が思いつくだろうか」という者も約２８％いる。

 

高校生に、将来働くことについて気掛かりなことがあるかを尋ねたところ、約７４％が「ある」と回答。

 そのうち、「就きたい職業に就くことができるだろうか」「職場の人間関係がうまくいくだろうか」など、

 就きたい職業にどのようにすれば就けるのかという道筋が分からないと考えている者や職場の人間

 関係に不安を感じている者が多い一方、「就きたい職業が思いつくだろうか」という者も約２８％いる。

働くことに関する高校生の気掛かり

（出典）

 

（社）全国高等学校PTA連合会・（株）リクルート

 

「高校生と保護者の進路に関する意識調査」（2007）

＜働くことについてどんなことが気がかりか＞（気がかりなことがあると回答した者・５つまで回答）

＜将来働くことについて気がかりなことがあるか＞

74.4 19.5 4.1 2.1

ある ない 働くことについて考えたことがない 無回答
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9.9 18.1 9.5 14.3 15.6 6.2 24.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生のころ 中学生のころ 高校１年生 高校２年生

高校３年生 大学１年生 まだ考えていない 無答不明

大学１年生が職業を意識した時期

大学１年生に、職業を意識した時期を聞いたところ、約３１％が高等学校卒業以前に職業を意識した

 ことがない（「まだ考えていない」または「大学１年生」）と回答。

 

大学１年生に、職業を意識した時期を聞いたところ、約３１％が高等学校卒業以前に職業を意識した

 ことがない（「まだ考えていない」または「大学１年生」）と回答。

（出典）

 

Benesse教育研究開発センター

 

「平成17年度

 

経済産業省委託調査

 

進路選択に関する振返り調査

 

-大学生を対象として-

 

」
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大学への進学理由
 

（職業を意識した時期別）

※

 

「とてもあてはまる」と「ややあてはまる」の合計（％）

92.6

79.7

73.5

57.7

76.8

40.7

32.0

26.6

27.9

94.0

81.2

75.6

66.0

77.3

50.5

36.4

36.6

33.4

81.2

75.8

78.7

73.5

51.6

66.3

51.6

52.8

41.4

75.3

71.3

77.2

72.6

55.3

71.2

52.6

51.6

44.6

将来の仕事に役立つ勉強がしたい

専門的な研究をしたい

幅広い教養を身につけたい

大学の学歴がほしい

資格や免許を取得したい

すぐに社会に出るのが不安

自由な時間を得たい

周囲の人がみな行く

先生や家族が勧める

小・中学校時代 高校時代 大学入学後 まだ考えていない

大学生に、大学への進学理由を聞いたところ、「すぐに社会に出るのが不安だから」「自由な時間を

 得たいから」「周囲の人がみな行くから」と消極的に考えている者が、職業を意識した時期が遅いほ

 ど顕著という傾向。

 

大学生に、大学への進学理由を聞いたところ、「すぐに社会に出るのが不安だから」「自由な時間を

 得たいから」「周囲の人がみな行くから」と消極的に考えている者が、職業を意識した時期が遅いほ

 ど顕著という傾向。

（出典）

 

Benesse教育研究開発センター

 

「平成17年度

 

経済産業省委託調査

 

進路選択に関する振返り調査

 

-大学生を対象として-

 

」
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大学生の職業に関する意識
 

（職業を意識した時期別）

※

 

「とてもあてはまる」と「ややあてはまる」の合計（％）

92.1

83.8

68.1

56.6

62.0

24.5

89.4

77.9

63.4

51.5

51.1

25.5

85.6

65.0

63.1

57.8

45.5

34.2

36.2

22.0

36.3

26.2

9.3

18.5

希望する職業がある

将来についてはっきりとした目標をもっている

自分にどのような能力・適性があるか知っている

職業に関する情報の集め方がわかる

希望する職業について十分な知識をもっている

最近の産業動向について知識をもっている

小・中学校時代 高校時代 大学入学後 まだ考えていない

大学生に職業に関する意識を聞いたところ、高等学校卒業以前に職業を意識した者が、大学入学後に意識

 した者やまだ考えていない者に比べ、「将来についてはっきりした目標をもっている」者の割合が高い。

 

大学生に職業に関する意識を聞いたところ、高等学校卒業以前に職業を意識した者が、大学入学後に意識

 した者やまだ考えていない者に比べ、「将来についてはっきりした目標をもっている」者の割合が高い。

（出典）

 

Benesse教育研究開発センター

 

「平成17年度

 

経済産業省委託調査

 

進路選択に関する振返り調査

 

-大学生を対象として-

 

」
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職業を離職した理由

13.1

1.7

2.3

4.9

5.6

9.9

14.0

14.8

17.8

26.0

11.9わからない

その他

解雇された

勤務先が倒産した

契約期間が過ぎた

健康を害した

労働時間が長い

賃金が低い

結婚・出産した（しようとしていた）

人間関係がよくない

仕事があわない、またはつまらない

（出典）

 

内閣府

 

「青少年の社会的自立に関する意識調査」

 

（平成16年度）

【参考】初めて就いた職業を離職した理由

＜新規高卒就職者の離職理由＞

10.7

14.3

21.4

71.4

21.4

12.5

その他

労働条件に対する不満

親元からの呼び戻し

健康問題

職場の人間関係

仕事が向いていない

（出典）

 

東京経営者協会

 

「平成２１年３月新規高校卒業予定者の採用に関するアンケート調査」

職業を離職した理由としては、「仕事が向いていない」「職場の人間関係」が多く挙げられている。職業を離職した理由としては、「仕事が向いていない」「職場の人間関係」が多く挙げられている。
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30

40

50

60

70

80

90

100

平成４年 平成９年 平成14年 平成19年

大卒 短大・高専・専門卒 高卒

２０～２４歳（在学者を除く）における正規雇用者の比率の推移を見ると、大学卒や短期大学・高等

 専門学校・専門学校卒と比べ、高等学校卒の比率は上がっていない。

 

２０～２４歳（在学者を除く）における正規雇用者の比率の推移を見ると、大学卒や短期大学・高等

 専門学校・専門学校卒と比べ、高等学校卒の比率は上がっていない。

20～24歳（在学者を除く）における正規雇用者の比率の推移

（出典）

 

総務省

 

「就業構造基本調査」

30

40

50

60

70

80

90

100

平成４年 平成９年 平成14年 平成19年

【男性】 【女性】
％ ％



10（出典）

 

（財）日本進路指導協会

 

「中学校・高等学校における進路指導に関する総合的実態調査」（文部科学省委託）

高等学校に入学した動機 （学科別）

47.7

15.9

22.9

21.2

24.2

8.7

20.6

13.6

6.8

59.5

12.1

12.1

32.8

2.5

5.0

5.0

18.8

7.6

33.7

20.5

35.9

7.3

50.0

13.1

39.2

7.4

5.9

自分の学力にあっている

自分の個性を伸ばすことができると思う

自分のやりたい勉強ができると思う

進学に有利

就職に有利

教育内容に特色がある

将来希望する職業に役立つ知識や技術が身に付く

学校の伝統、校風や評判がよい

特に理由はない
全体 普通科 職業学科

高校生に入学動機を聞いたところ、普通科の場合、「自分の学力にあっているから」が約６０％に対し、「自分

 の個性を伸ばすことができると思うから」が約１２％、「自分のやりたい勉強ができると思うから」が約１２％と、

 自分の個性ややりたいことと結び付いていないことが伺われる。このことは、職業学科と比べても顕著。

 

高校生に入学動機を聞いたところ、普通科の場合、「自分の学力にあっているから」が約６０％に対し、「自分

 の個性を伸ばすことができると思うから」が約１２％、「自分のやりたい勉強ができると思うから」が約１２％と、

 自分の個性ややりたいことと結び付いていないことが伺われる。このことは、職業学科と比べても顕著。
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70

80

90

100

S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

普通

農業

工業

商業

水産

家庭

看護

情報

福祉

その他

総合学科

計

新規高等学校卒業者の学科別就職状況の推移

 
（各年度３月末時点）

（出典）

 

文部科学省

 

「高等学校卒業者の就職状況に関する調査」

％

新規高卒者の就職状況を見ると、普通科は他の学科と比べて厳しい状況に置かれているのが最近の傾向。新規高卒者の就職状況を見ると、普通科は他の学科と比べて厳しい状況に置かれているのが最近の傾向。

％
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事由 人数（人） 構成比（％）

学業不振 4,848 7.3

学校生活・学業不適応 25,896 39.1

（もともと高校生活に熱意がない） (9,850) (14.9)

（授業に興味がわかない） (4,152) (6.3)

（人間関係がうまく保てない） (5,060) (7.6)

（学校の雰囲気が合わない） (3,708) (5.6)

（その他） (3,126) (4.7)

進路変更 21,813 32.9

病気・けが・死亡 2,748 4.1

経済的理由 2,207 3.3

家庭の事情 2,958 4.5

問題行動等 3,349 5.1

その他の理由 2,407 3.6

計 66,226 100.0

（注）

 

中途退学者１人につき、主たる理由を１つ選択

高等学校を中途退学する理由

（出典）

 

文部科学省

 

「平成２０年度

 

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」



13（出典）

 

国立教育政策研究所 生徒指導研究センター 「平成20年度 職場体験・インターンシップ実施状況等調査」

公立高等学校におけるインターンシップの実施状況①
１

 

インターンシップ実施状況

 

（平成２０年度調査時点）

 

※（

 

）は１９年度の数値

（１）学校別実施状況（予定含む）

公立高等学校数 実施学校数 実施率

4,445校 （4,540校） 3,071校 （2,931校） 69.1％ （64.6％）

（２）インターンシップの教育課程等への位置付けの状況等（複数回答可）

教育課程等への位置付け

参 加 形 態

原則として当該学年の

全員が参加

選択・希望者等当該学年の

一部の生徒が参加

特別活動での実施
358校 (338校) 224校 (205校) 134校 (134校)

11.7% (11.5%) 62.6% (60.7%) 37.4% (39.6%)

総合的な学習の時間で実施
784校 (765校) 595校 (583校) 189校 (182校)

25.5% (26.1%) 75.9% (76.2%) 24.1% (23.8%)

現場実習等職業に関する

教科・科目の中で実施

691校 (627校) 418校 (410校) 273校 (247校)

22.5% (21.4%) 60.5% (65.4%) 39.5% (39.4%)

「課題研究」の中で実施
232校 (224校) 110校 (117校) 122校 (109校)

7.6% (7.6%) 47.4% (52.2%) 52.6% (48.7%)

学校設定教科・科目で実施
294校 (274校) 110校 (128校) 184校 (149校)

9.6% (9.3%) 37.4% (46.7%) 62.6% (54.4%)

「学校外における学修」

として実施

349校 (310校) 53校 (49校) 296校 (264校)

11.4% (10.6%) 15.2% (15.8%) 84.8% (85.2%)

教育課程には位置付けず

に実施

1,428校 (1,342校) 254校 (215校) 1,174校 (1,114校)

46.5% (45.2%) 17.8% (16.2%) 82.2% (84.1%)

※

 

２つ以上に該当する場合は、その全てをカウント。
※

 

実際に事業所等で行う体験活動を対象とし、事前・事後指導等は含めない。
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２

 

学科別状況

 

（全日制・定時制）

（１）平成２０年度

 

学科別実施率（％）（公立）

農業 工業 商業 水産 家庭 看護 情報 福祉
その他の職業

 
に関する学科

小計 普通科
その他
の学科

総合

 
学科

全体

90.4 79.1 79.0 95.5 85.5 97.0 72.2 85.5 62.5 82.5 57.3 34.4 83.9 65.5

農業 工業 商業 水産 家庭 看護 情報 福祉
その他の

 
職業に関

 
する学科

小計 普通科
その他

 
の学科

総合
学科

全体

実施学科数
<単位認定

学科数>

322
<157>

496
<205>

473
<159>

42
<12>

177
<64>

32
<30>

13
<3>

47
<37>

10
<2>

1,612
<669>

1,735
<415>

155
<20>

251
<97>

3,753
<1,201>

体験した
生徒数

21,786 48,829 42,915 2,248 9,069 2,667 507 3,610 974 132,605 97.948 3,438 24.628 258,619

在学中に
１回でも
体験した

３・４年生数

 
（割合※

 

）

18,630
(67.7)

40,624
(53.5)

39,516
(61.5)

1,948
(67.0)

6,724
(71.3)

1,202
(99.6)

405
(51.6)

1,726
(96.5)

558
(59.9)

111,333
(60.2)

75,240
(14.7)

3,106
(13.2)

18,664
(41.4)

208,343
(27.2)

（２）平成２０年度

 

実施学科数及び体験生徒数

 

（公立）

※

 

（

 

）内はその学科の３・４年生全体に占める割合（％）

公立高等学校におけるインターンシップの実施状況②

（出典）

 

国立教育政策研究所 生徒指導研究センター 「平成20年度 職場体験・インターンシップ実施状況等調査」

※

 

学校数については、全日制・定時制の両方をそれぞれカウントした数になっている。
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高等学校における就業体験活動の効果

高等学校における就業体験活動の効果としては、「勤労観・職業観の芽生えによる職業や『働

 くこと』への関心の高まり」「自己の将来設計」「自らの意志と責任による進路選択」「積極的な

 人間関係の形成」などが上位に挙げられている。

 

高等学校における就業体験活動の効果としては、「勤労観・職業観の芽生えによる職業や『働

 くこと』への関心の高まり」「自己の将来設計」「自らの意志と責任による進路選択」「積極的な

 人間関係の形成」などが上位に挙げられている。

（出典）

 

国立教育政策研究所

 

生徒指導研究センター

 

「職場体験・インターンシップ現状把握調査」（平成16年）

65.1

12.4

18.8

11.8

40.5

61.5

58.1

64.2

58.8

51.9

57.6

40.7

41.4

19.7

22.5

15.8

24.2

30.6

11.6

14.0

18.4

37.8

25.5

27.0

8.6

38.1

8.6

10.0

15.1

12.1

12.2

5.7

15.4

2.1

4.9

2.1

2.6

36.8

36.1

14.6

2.2

1.3

0.6

1.1

1.6

3.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいさつや社会的マナー

離職率が減少

就職率が向上

不適応や問題行動等が減少

学習活動全般への意欲向上

進路学習全般への意欲向上

自らの意志と責任で進路選択

前向きに自己の将来設計

情報活用・進路に活用

積極的に人間関係を形成

「職業観・勤労観」の芽生え

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない



16（出典）

 

（財）日本進路指導協会

 

「中学校・高等学校における進路指導に関する総合的実態調査」（平成18年3月）（文部科学省委託）

高等学校在学時に実施してほしかった体験活動 （学科別）

20.7

39.7

42.5

16.4

21.9

26.0

13.9

33.1

14.0

9.5

17.2

37.3

44.3

19.2

27.8

24.1

16.7

32.1

13.4

7.7

24.6

42.5

40.4

13.2

15.2

28.2

10.7

34.2

14.7

11.5

身近な産業や職業についての調査

職場の見学

インターンシップ

上級学校の見学や調査

上級学校の体験入学

社会人や職業人の講話・講演

上級学校の先生の講話・講演

卒業生の体験発表会

高等学校の先生からの体験談

その他 全体 普通科 専門学科

高等学校の卒業生に、高校生の時に、自分の将来の生き方や進路について考えるために実施してほし

 かった体験活動について聞いたところ、「インターンシップ（就業体験活動）」と回答した者が約４３％。

 

高等学校の卒業生に、高校生の時に、自分の将来の生き方や進路について考えるために実施してほし

 かった体験活動について聞いたところ、「インターンシップ（就業体験活動）」と回答した者が約４３％。
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公立高等学校の普通科のうち、約６５％が家庭、商業といった教科を中心に職業教科を開設している。公立高等学校の普通科のうち、約６５％が家庭、商業といった教科を中心に職業教科を開設している。

公立高等学校の普通科における職業教科の開設状況

＜開設している場合、開設している教科は何か＞

＜職業教科を開設しているか＞

65.0 35.0

開設している 開設していない

4.4

2.9

50.8

0.5

80.3

2.2

13.3

10.1

5.9

農業

工業

商業

水産

家庭

看護

情報

福祉

学校設定教科

（出典）

 

文部科学省

 

「公立高等学校の普通科における職業に関する教科の開設状況調査」（速報値）
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高等学校におけるキャリア教育の研修会・勉強会の実施状況

（出典）

 

（株）リクルート

 

「２００８年

 

高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」

13.8

7.3

4.2

2.5

21.2

19.2

13.5

0.0

8.6

8.6

7.9

3.6

キャリア教育の概要や推進方法に関する研修会・勉強会を実施

キャリアカウンセリングに関する研修会・勉強会を実施

キャリア教育の授業実践に関する研修会・勉強会を実施

産業構造や雇用環境の動向を共有する研修会・勉強会を実施

普通科 総合学科 専門高校
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区分
募集人員

Ａ
入学志願者数

 
Ｂ

志願倍率
Ｂ／Ａ

受験者数 合格者数
入学者数

Ｃ
過△欠員
Ｃ－Ａ

国立大学
［82大学377学部］

(96,186人)
95,868人

(413,870人)
411,476人

（4.3倍）
4.3倍

(312,703人)
310,896人

(111,308人)
109,958人

(101,306人)
101,218人

(5,120)
5,350

公立大学
［72大学165学部］

(25,008人)
25,257人

(135,143人)
137,463人

(5.4倍)
5.4倍

(102,600人)
100,547人

(34,469人)
34,164人

(26,613人)
27,063人

(1,605)
1,806

小計
(121,194人)
121,125人

(549,013人)
548,939人

(4.5倍)
4.5倍

(415,303人)
411,443人

(145,777人)
144,122人

(127,919人)
128,281人

(6,725)
7,156

私立大学
［567大学1542学部］

(441,603人)
444,785人

(3,021,217人)
3,058,646人

(6.8倍)
6.9倍

(2,905,235人)
2,935,606人

(1,070,248人)
1,047,092人

(476,823人)
468,067人

(35,220)
23,282

合計
［721大学2084学部］

(562,797人)
565,910人

(3,570,230人)
3,607,585人

(6.3倍)
6.4倍

(3,320,538人)
3,347,049人

(1,216,025人)
1,191,214人

(604,742人)
596,348人

(41,945)
30,438

Ⅰ．総括表

区分
平成20年度 平成19年度

実施大学・学部数 入学志願者数 合格者数 入学者数 実施大学・学部数 入学志願者数 合格者数 入学者数

国立大学 7大学 8学部 99人 34人 34人 9大学 11学部 166人 55人 53人

公立大学 1大学 3学部 14人 8人 8人 1大学 3学部 19人 6人 6人

小計 8大学 11学部 113人 42人 42人 10大学 14学部 185人 61人 59人

私立大学 34大学 62学部 785人 724人 666人 23大学 37学部 349人 293人 234人

合計 42大学 73学部 898人 766人 708人 33大学 51学部 534人 354人 293人

Ⅱ．専門高校・総合学科卒業生入試

大学における専門高校・総合学科卒業生入試の実施状況

（出典）文部科学省

 

「平成20年度 国公私立大学入学者選抜実施状況」

（

 

）書きは前年度の数値を示す
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93.9

90.5

73.5

65.1

64.0

48.1

41.8

41.5

27.4

21.9

21.0

18.7

2.6

34.0

39.2

6.9

0.9

9.2

2.9

1.2

2.0

0.9

0.6

1.4

0.0

0 20 40 60 80 100

生徒が将来の職業選択を視野に入れ、自己の将来の生き方・働き方や進路につい
て自覚を深めることができている

生徒の多様な興味・関心、進路希望等に柔軟に対応した教育活動を実施すること
ができている

個性を生かした主体的な学習を通じ、生徒が学ぶことの楽しさや成就感を体験する
ことができている

「学ぶこと」「働くこと」への意欲や積極的な態度を育成することができている

キャリア教育を組織的・計画的に推進することができている

在校生・卒業生・保護者の満足度が高い

生徒が豊かな創造性や問題解決能力を育成することができている

生徒が次の進路に円滑に移行することができている

教職員の意識改革・資質向上を図ることができている

卒業生に対する進学先・就職先の評価が高い

生徒が、学びたいことを学べる学科として総合学科を進学先として選択することによ
り、高等学校間の序列意識を打破する契機となっている

様々な分野の教科・科目を開設することにより、地域の人々の要望を踏まえつつ生
涯学習機関としての役割を果たしている

その他 あてはまる 最も当てはまる

（出典）

 

文部科学省

 

「総合学科、学校設定科目『産業社会と人間』に関する調査」（速報値）

総合学科を導入したことによる成果
 

（学校回答）
％



21（出典）

 

文部科学省

 

「総合学科、学校設定科目『産業社会と人間』に関する調査」（速報値）

総合学科を導入したことによる成果
 

（教育委員会回答）

90.2

31.1

27.9

27.9

16.4

1.6

41.0

4.9

45.9

3.3

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

91.8

50.8

55.7

55.7

77.0

78.7

95.1

0 20 40 60 80 100

生徒が将来の職業選択を視野に入れ、自己の将来の生き方・働き方や進路につ
いて自覚を深めることができている

個性を生かした主体的な学習を通じ、生徒が学ぶことの楽しさや成就感を体験す
ることができている

生徒の多様な興味・関心、進路希望等に柔軟に対応した教育活動を実施するこ
とができる

キャリア教育を組織的・計画的に推進することができている

「学ぶこと」「働くこと」への意欲や積極的な態度を育成することができている

在校生・卒業生・保護者の満足度が高い

生徒が豊かな創造性や問題解決能力を育成することができている

生徒が次の進路に円滑に移行することができている

教職員の意識改革・資質向上を図ることができている

生徒が、学びたいことを学べる学科として総合学科を進学先として選択することに
より、高等学校間の序列意識を打破する契機となっている

卒業生に対する進学先・就職先の評価が高い

様々な分野の教科・科目を開設することにより、地域の人々の要望を踏まえつつ
生涯学習機関としての役割を果たしている

その他 あてはまる 最も当てはまる

％
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23.3 56.9 15.4 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 ほぼ満足 やや不満足 不満足

総合学科で学ぶことへの満足度

総合学科に在籍する生徒に、総合学科で学ぶことへの満足度を尋ねたところ、「満足」「ほぼ満足」

 と回答した者が約８０％を占めている。

 

総合学科に在籍する生徒に、総合学科で学ぶことへの満足度を尋ねたところ、「満足」「ほぼ満足」

 と回答した者が約８０％を占めている。

（出典）

 

国立教育政策研究所

 

初等中等教育研究部

 

「総合学科に関する調査」（平成20年3月）
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79.0

62.8

61.7

59.1

57.3

51.0

50.7

48.7

41.5

38.6

38.3

34.3

26.2

22.8

19.3

5.8

3.7

23.6

17.3

3.2

19.6

3.2

6.3

7.2

5.8

3.2

1.7

0.6

2.0

1.4

2.3

0.9

0.3

4.6

0 20 40 60 80 100

様々な教科・科目を開設しているため、他の学科と比べて教職員の負担が多い

教員数が十分でないため、多様な教科・科目を開設することが難しい

中学生及びその保護者の総合学科に対する理解や認知度が低い

生徒が目的意識や将来の進路への自覚を持っていないため、主体的な科目選択を
行わせることが難しい

中学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である

財政的な制約から、専門教育を実施するために必要な施設・設備の整備が不十分
である

生徒の基礎的な学力が不足しているため、専門教育を施すことが難しい

高等学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である

他の学科と比べ選択科目が多いため、個々の生徒の学習・生活の状況を把握する
ことが難しい

社会人講師や体験活動の受入れ先の確保など、地域社会や企業との連携を図るこ
とが難しい

財政的な制約から、社会人講師を十分に確保することが難しい

キャリアカウンセラーなどの専任の相談者が少ない（いない）ため、個々の生徒に応
じた指導が十分にできていない

他の学科との差別化を図ることが難しい

生徒の進学希望を十分に実現できていない

生徒の就職希望を十分に実現できていない

他の学科と比べて、卒業生に対する進学先・就職先の評価が低い

在校生・卒業生・保護者の満足度が低い

その他 あてはまる 最も当てはまる

（出典）

 

文部科学省

 

「総合学科、学校設定科目『産業社会と人間』に関する調査」（速報値）

総合学科の課題
 

（学校回答）



24（出典）

 

文部科学省

 

「総合学科、学校設定科目『産業社会と人間』に関する調査」（速報値）

総合学科の課題
 

（教育委員会回答）

77.0

73.8

67.2

60.7

59.0

45.9

45.9

44.3

41.0

37.7

36.1

34.4

31.1

27.9

23.0

21.3

6.6

3.3

4.9

23.0

31.1

3.3

3.3

13.1

3.3

1.6

0.0

4.9

3.3

1.6

1.6

1.6

1.6

1.6

1.6

0 20 40 60 80 100

様々な教科・科目を開設しているため、他の学科と比べて教職員の負担が多い

生徒が目的意識や将来の進路への自覚を持っていないため、主体的な科目選択を
行わせることが難しい

中学生及びその保護者の総合学科に対する理解や認知度が低い

中学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である

教員数が十分でないため、多様な教科・科目を開設することが難しい

他の学科と比べ選択科目が多いため、個々の生徒の学習・生活の状況を把握する
ことが難しい

財政的な制約から、専門教育を実施するために必要な施設・設備の整備が不十分
である

財政的な制約から、社会人講師を十分に確保することが難しい

高等学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である

生徒の基礎的な学力が不足しているため、専門教育を施すことが難しい

社会人講師や体験活動の受入れ先の確保など、地域社会や企業との連携を図るこ
とが難しい

財政的な制約から、総合学科の整備を推進することが難しい

他の学科との差別化を図ることが難しい

キャリアカウンセラーなどの専任の相談者が少ない（いない）ため、個々の生徒に応
じた指導が十分にできていない

生徒の進学希望を十分に実現できていない

生徒の就職希望を十分に実現できていない

他の学科と比べて、卒業生に対する進学先・就職先の評価が低い

在校生・卒業生・保護者の満足度が低い

その他 あてはまる 最も当てはまる
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48.2

29.7

28.4

16.2

13.0

10.0

38.8

46.2

44.9

44.9

23.7

32.3

8.0

15.9

15.6

23.8

28.0

35.5

3.5

5.0

6.8

9.4

31.2

14.6

5.7

7.6

4.1

4.3

1.5

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の興味・関心等に応じて自由に科目を選択し学習できる

自分の進路について学び、じっくり考えることができる

進学にも就職にも柔軟に対応できる

生徒がいきいきと学習や諸活動に取り組んでいる

校則が緩やかで自由な雰囲気である

地域と連携した学習や行事等が重視されている

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない

総合学科の特色についての生徒の認識

総合学科に在籍する生徒は、総合学科の特色として「自分の進路について学び、じっくり考えること

 ができる」と考えている者が多い（約７６％）。

 

総合学科に在籍する生徒は、総合学科の特色として「自分の進路について学び、じっくり考えること

 ができる」と考えている者が多い（約７６％）。

（出典）

 

国立教育政策研究所

 

初等中等教育研究部

 

「総合学科に関する調査」（平成20年3月）



26（出典）

 

国立教育政策研究所

 

初等中等教育研究部

 

「総合学科に関する調査」（平成20年3月）

68.1

41.9

33.8

28.8

18.6

18.3

17.5

14.3

12.1

11.6

11.5

2.7

興味・関心等に応じて選択できる

多様な選択科目が開設されている

進路にも就職にも対応した教科等を選択できる

進路等に目的を持つことができる

体験的・実践的な学習活動ができる

幅広い人間関係を得ることができる

施設・設備が充実している

単位制なので自分のペースで学習できる

地域の社会人等から学ぶ機会が多い

ホームルーム活動や課外活動が活発である

教員が熱意をもって指導している

その他

総合学科に満足している点

総合学科に在籍する生徒は、総合学科に満足している点として「進路等に目的を持つことができる」

 ことを挙げる者は少ない（約２９％）。

 

総合学科に在籍する生徒は、総合学科に満足している点として「進路等に目的を持つことができる」

 ことを挙げる者は少ない（約２９％）。
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高等学校において就業体験活動を実施しない理由

高等学校において就業体験活動を実施しない理由は、いずれの学科においても、「授業時数の確

 保が困難」「受入先の確保が困難」が「必要性を感じない」「他の活動で補える」を上回っている。

 

高等学校において就業体験活動を実施しない理由は、いずれの学科においても、「授業時数の確

 保が困難」「受入先の確保が困難」が「必要性を感じない」「他の活動で補える」を上回っている。

（出典）

 

国立教育政策研究所

 

生徒指導研究センター

 

「職場体験・インターンシップ現状把握調査」（平成16年）

7.3

7.4

7.6

16.0

23.8

35.0

38.9

6.2

5.2準備の割には効果が期待できない

費用や予算が確保できない

生徒の負担が増加する

教職員の負担が増加する

教職員の理解が不十分である

他の活動で十分に補える

必要性を感じない

受け入れ先の確保が困難である

授業時数の確保が困難である

7.4

7.4

7.6

16.0

26.0

33.7

41.3

6.2

5.5準備の割には効果が期待できない

費用や予算が確保できない

生徒の負担が増加する

教職員の負担が増加する

教職員の理解が不十分である

他の活動で十分に補える

必要性を感じない

受け入れ先の確保が困難である

授業時数の確保が困難である

6.4

7.2

8.0

15.0

11.5

43.0

24.3

6.1

4.0準備の割には効果が期待できない

費用や予算が確保できない

生徒の負担が増加する

教職員の負担が増加する

教職員の理解が不十分である

他の活動で十分に補える

必要性を感じない

受け入れ先の確保が困難である

授業時数の確保が困難である

8.3

6.3

4.2

27.1

6.3

41.7

31.3

8.3

2.1準備の割には効果が期待できない

費用や予算が確保できない

生徒の負担が増加する

教職員の負担が増加する

教職員の理解が不十分である

他の活動で十分に補える

必要性を感じない

受け入れ先の確保が困難である

授業時数の確保が困難である

【計】

【職業に関する学科】

【普通科・その他の学科】

【総合学科】
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2.8

15.5

22.6

15.5

71.0

30.6

27.4その他

教育カリキュラムの策定等の情報が不足、やり方が判らない

教育は学校または家庭がすることで、企業が関わる必要はない

企業のメリットがない、または少ない

企業が支援に関わった場合の教育効果が不明である

企業の無償奉仕に頼り過ぎていて、企業側の負担が大きい

学校側からの企業への支援要望がない

企業が教育支援活動を行わない理由

（出典）

 

東京商工会議所

 

教育問題委員会

 

「企業による教育支援活動に関するアンケート」（平成20年）

企業が教育支援活動を行わない理由として、「企業側の負担が大きい」という回答が約１６％

 であるのに対し、「学校側からの企業への支援要望がない」という回答が約７１％と、最も多く

 挙げられているというデータがある。

 

企業が教育支援活動を行わない理由として、「企業側の負担が大きい」という回答が約１６％

 であるのに対し、「学校側からの企業への支援要望がない」という回答が約７１％と、最も多く

 挙げられているというデータがある。
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（参考）本資料で引用した主な調査の概要

調査名 実施主体 実施時期 調査対象（※１） 有効回答数（※１）

総合学科、学校設定科

 
目「産業社会と人間」

 
に関する調査

文部科学省
平成21年

 
11月

総合学科、「産業社会

 
と人間」を設置する

 
高等学校・教育委員会

学校：

 

３４７校（※２）

 
教育委員会

 

：

 

６１

高校の進路指導・キャリ

 
ア教育に関する調査

（株）リクルート
平成20年

 
10月

全日制高等学校の

 
進路指導主事

９１０校

高校生と保護者の

 
進路に関する意識調査

（社）全国高等学校PTA連合会

 
（株）リクルート

平成19年

 
10月

高校生・保護者
高校生

 

：

 

１８０２名

保護者

 

：

 

１５４１名

総合学科に関する調査 国立教育政策研究所
平成19年

 
9月

総合学科を設置する

 
高等学校、在校生

学校

 

：

 

２３５校

在校生

 

：

 

９２３８名

中学校・高等学校に

 
おける進路指導に

 
関する総合的実態調査

（財）日本進路指導協会

 
＜文部科学省委託＞

平成17年

 
2月～3月

高校生・卒業生
高校生

 

：

 

４１４１名

卒業生

 

：

 

１１９１名

平成17年度

 

経済産業

 
省委託調査

 

進路選択

 
に関する振返り調査

 
-大学生を対象として-

Benesse教育研究開発センター

 
＜経済産業省委託＞

平成17年

 
1月～2月

大学1年生～4年生 ６４６３名

※１

 

：

 

本資料で引用しているもののみ記載

 
※２

 

：

 

同一校の複数の課程で置く場合は、課程ごとに計上
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